
̍ はじめに

米州、アジア太平洋地域、欧州の三極で、持ち回りで開
催される ITS 世界会議が、2019 年はアジア太平洋地域の
シンガポールで開催されました。第 26 回 ITS 世界会議の
概要と会議での当機構の活動などについて紹介します。

̎ 会議の概要

会議の概要は次のとおりです。
・期間：2019 年 10 月 21 日（月）～　10 月 25 日（金）
・会場：シンガポール、Suntec Singapore Convention 

and Exhibition Centre
・テーマ：“Smart Mobility, Empowering Cities”  ― スマ

ートモビリティ、都市に力を―

参加国・地域数は 90 ヶ国・地域、参加者数は約 14,500
人でした。

表１　過去の ITS 世界会議参加動向

2009
ストック
ホルム

2010
釜山

2011
オーランド

2012
ウィーン

2013
東京

2014
デトロイト

2015
ボルドー

2016
メルボルン

2017
モントリ
オール

2018
コペン
ハーゲン

参加国数 64 ヶ国 84 ヶ国 59 ヶ国 91 ヶ国 60 ヶ国 57 ヶ国 102 ヶ国 73 ヶ国 54 ヶ国 96 ヶ国

会議
登録者数 2,801 人 4,317 人

6,510 人 10,000 人

3,700 人 2,462 人 3,871 人 非公表 非公表 約 2,400 人

展示会
来場者数 8,512 人 38,700 人 10,000 人 9,140 人 12,249 人 11,496 人 6,000 人 約 10,000 人

出展数 254 団体 213 団体 236 団体 345 団体 238 団体 330 団体 433 団体 278 団体 301 団体 約 400 団体

写真１　会場外観
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（１）開会式
開会式は、10 月 21 日に行われ、ITS 世界会議シンガポー

ル 2019 大会事務局長　Ngien Hoon Ping 氏、日本から国
交省道路局長　池田　豊人 氏、America から US DOT Ken 

Leonard 氏、Europe から European Commissioner Violea 
Bulc 氏の挨拶がありました（写真２）。

開会式終了後に開会宣言が行われました（写真３）。

America から
US DOT 

Ken Leonard 氏

Europe から
European Commissioner 

Violea Bulc 氏

アジアシフィックから
国交省道路局長
池田　豊人 氏

ITS 世界会議シンガポール 2019 大会事務局長
Ngien Hoon Ping 氏

写真２　開会式のスピーチ

写真３　第 26 回 ITS 世界会議シンガポール　開会
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（２）セッション
ITS 世界会議シンガポールは、プレナリーセッションと

政府関係者、研究者そして民間企業の技術者が発表するエ
グゼクティブセッション、スペシャルイセッションやテク
ニカルセッションがあり、セッション数は 185 で、昨年の
250 よりも少ないセッション数でした。

今 年 の ITS 世 界 会 議 の 注 目 は、V2X（Connected 
Vehicle）、Smart City、MaaS（モビリティサービス）、ビ
ッグデータ（シェアリングデータ）のセッションで、満席
とはならないけれど多くの方が聴講されていました。セッ
ション数は少なかったのですが、通信やセキュリティに関
するセッションにも注目がありました。

モビリティサービスのためのシェアリングサービスやシ
ェアリングデータの活用に関するセッションは昨年の世界
会議にはあまり聞かれなかった内容で、今後注目されるキ
ーワードだと思われます。

今まで注目されていた自動運転は、自動運転だけでなく
Connected Vehicle の一部としてセッションの中で扱われ
ていました。

（３）展示会場
展示は、ITS America 、ERTICO、ITS Japan、ITS 中国、

ITS Korea、ITS　オーストラリア・ニュージーランドな
どの各国の ITS 機関や ITS 関連の民間企業が出展してい
ました。アジア地区の開催でしたが、欧州の企業の出展が

目立ちました。また、昨年まで多かった VR の展示はほと
んど無くなり、モニターによる展示や展示パネルを無くし
た打ち合わせスペースの様な展示形態が多く見られました

（写真５、６）。

写真４　セッション会場

MaaS のセッション

ビッグデータのセッション

ITS アメリカ ITS 中国 ITS 韓国

EU ERTICO ITS オーストラリア・ニュージーランド

写真５　外国ブース
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今回の展示会場には、日本から 33 企業 ･ 団体（昨年は
34 企業 ･ 団体）の展示がありました。日本ブースには、
ITS Japan、内閣府、経産省、国交省（道路局）、総務省

（ARIB）、VICS、U 協、ITS Forum、5G MF、HIDO、
ITS-TEA、DRM、NEXCO ３社、首都高、阪神高速、東

京大学、愛知製鋼、富士通、IHI、日立ソリューション、
KDDI、三菱電機、NEC、沖電気、オムロン、 PTV ジャパ
ン、住友電工、東芝、ゼンリン、JTEKT が合同で出展し、
展示会場の初日には Japan ブースにて日本企業 ･ 団体の
テープカットが行われました（写真６、７）。

トヨタ

ホンダ

AISIN

三菱重工

DENSO

パナソニック モーティブ

写真６　日本企業ブース

写真７　日本ブース　テープカット
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（４）デモンストレーション
今年の世界会議では、自動運転と V2X のデモンストレ

ーションが６種類あり、内容は自動運転カートが２つ、小
型自動運転バスが２つ、大型自動運転バスが１つそして
V2X が１つ実施されました。

デモンストレーションの初日は雨（スコール）によって
自動運転のデモンストレーションは全て中止となりました。
デモンストレーションは屋内と屋外の２つの走行ルートし
かなく、これらの走行ルートをそれぞれのデモンストレー
ションが共有しているため、準備や走行時間の制限が有り、
効率の良いデモンストレーションではありませんでした。

自動運転は、大型バスのデモンストレーションは今まで

にない新しい物でしたが、それ以外は特に新しい物はあり
ませんでした。

V2X は、5.9GHz の端末を装備した物同士が通信を行い、
乗用車側に注意喚起のメッセージを送る内容でした。

①自動運転カート（写真９）
・カートタイプ

小型カート（６人乗り）と大型カート（13 人乗り）の
２種類がありました。

小型カートは、事前に登録したルートとカメラ、レーダ
ーを利用して走行し、障害物の前で停止する内容でした。

大型カートは、事前に登録したルートと LiDAR を利用

写真８　日本ブース全景

写真９　自動運転小型カート
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写真9．自動運転小型カート 

㸰㸫㸲 デモンスࣞࢺーション 
今ᖺのୡ⏺会㆟では、⮬ື運㌿とV2Xのデモンスࣞࢺーションが6✀㢮あり、ෆᐜは⮬ື運㌿࢝ーࢺが2つ、

ᑠᆺ⮬ື運㌿バスが2つ、ᆺ⮬ື運㌿バスが1つࡑしてV2Xが1つ実されࡲしࡓ。 
デモンスࣞࢺーションのึ᪥は㞵㸦スࢥール㸧によって⮬ື運㌿のデモンスࣞࢺーションはて୰Ṇとなっࡓ。

デモンスࣞࢺーションはᒇෆとᒇእの2つの㉮行ルーࢺしかなく、これࡽの㉮行ルーࢺをࡑれࡒれのデモンスࢺ

ࣞーションがඹ᭷しているࡵࡓ、‽ഛや㉮行間のไ㝈᭷り、ຠ⋡のⰋいデモンスࣞࢺーションではなかっࡓ。 
⮬ື運㌿は、ᆺバスのデモンスࣞࢺーションは今ࡲでにない新しい≀でしࡓが、ࡑれ௨እは≉に新しい≀は

なかっࡓ。 
V2Xは、5.9GHzの➃ᮎをഛしࡓ≀ྠኈが通ಙを行い、用㌴ഃにὀពႏ㉳の࣓ࢭࢵーࢪを㏦るෆᐜでしࡓ。 
 

㸦1㸧⮬ື運㌿࢝ーࢺ 
 ࣉタࢺー࣭࢝

ᑠᆺ࢝ーࢺ㸦6ேり㸧とᆺ࢝ーࢺ㸦13ேり㸧の2✀㢮がありࡲしࡓ。 
ᑠᆺ࢝ーࢺは、事๓にⓏ㘓しࡓルーࢺと࣓ࣛ࢝、ࣞーࢲーを用して㉮行し、㞀ᐖ≀の๓でṆするෆᐜ

でしࡓ。 
ᆺ࢝ーࢺは、事๓にⓏ㘓しࡓルーࢺとLiDARを用して㉮行し、௬のバスでṆするෆᐜでしࡓ。 
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して走行し、仮想のバス停で停止する内容でした。
②小型自動運転バス（写真 11）
・小型バス

EZ10 と ARMA の２台によるデモンストレーションが
ありました。

EZ10 のデモンストレーションは、停留所から５m ほど
離れたところから、タブレットで停留所に自動で呼ぶとこ
ろからスタートして１周約 400m を走行しました。途中で
は障害物を検知して停止する体験がありました。

最高速度は 10km/h で、車体にはシンガポール仕様と
して、ドライブレコーダー、ERP 車載器、シートベルト
が設置されていました。

EZ10 と ARMA は屋外の走行のため、雨が降るとデモ
ンストレーションは中止でした。
③大型自動運転バス（写真 12）
・大型バス

大型バスは、走行ルートを記憶させて LiDAR で周りを
検知しながら自動運転の走行が行われました。

車 体 は VOLVO の 電 気 バ ス で、 正 面 の 左 右 と 上 に
LiDAR を装備されていました。

写真 10　自動運転大型カート
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写真10．自動運転ٻ型カート 

写真11．小型自動運転ἢἋ 

 

 

 
 

㸦2㸧ᑠᆺ⮬ື運㌿バス 
࣭ᑠᆺバス 
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EZ10 のデモンスࣞࢺーションは、␃ᡤかࡽ 5m で␃ᡤに⮬ືでࢺࢵࣞࣈタ、ࡽかࢁとこࡓど㞳れ

ࡪとこࢁかࡽスターࢺして1࿘⣙400mを㉮行しࡓ。㏵୰では㞀ᐖ≀を検▱してṆするయ験があっࡓ。 
᭱㧗㏿ᗘは10km/hで、㌴యにはシン࣏࢞ールᵝとして、ࢥࣞࣈࣛࢻーࢲー、ERP㌴㍕ჾ、シー࣋ࢺ

ルࢺが設⨨されていࡲしࡓ。 
EZ10とARMAはᒇእの㉮行のࡵࡓ、㞵が㝆るとデモンスࣞࢺーションは୰Ṇでしࡓ。 
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ERP᠍  ֥ ἛἻỶἨἾἅーἒー 

写真 12　大型自動運転バス

写真 11　小型自動運転バス
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④V2Xデモンストレーション（写真 13）
・5.9GHz を利用した V2X 

デモンストレーションは、乗用車の後ろ側に接近するキ
ックボードの注意喚起と反対車線を走行するトラックの注
意喚起が実施されました。乗用車、キックボードそしてト
ラックが 5.9GHz の送受信ができる端末を搭載していない
と、乗用車はこれら注意喚起を受信できません。

今までの世界会議で実施された V2X のデモンストレー
ションと比べるとサービス内容は少ないものでした。

（５）閉会式
10 月 25 日の午後に閉会式が行われました。
閉会式では技術論文の優秀者発表、来年のロサンゼルス

大会、2021 年のハンブルグそして 2022 年の蘇州大会の紹
介が行われました。

最後には恒例のパッシング・ザ・グローブパッシングで、
今大会の委員長から次回ロサンゼルス大会の委員長へ地球
儀を模した ITS 世界会議のシンボルが手渡されました。
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写真12．ٻ型自動運転ἢἋ 

写真13．V2XἙἴὅἋトἾーἉἹὅ 

㸦3㸧ᆺ⮬ື運㌿バス 
࣭ᆺバス 

ᆺバスは、㉮行ルーࢺをグ᠈さࡏて LiDARで࿘りを検▱しながࡽ⮬ື運㌿の㉮行が行ࢃれࡲしࡓ。 
㌴యはVOLVOの㟁Ẽバスで、ṇ㠃のᕥྑとୖにLiDARをഛされていࡲしࡓ。 

 
 

 
㸦4㸧V2Xデモンスࣞࢺーション 

࣭5.9GHzを用しࡓV2X  
デモンスࣞࢺーションは、用㌴の後ࢁഃに᥋㏆する࣎ࢡࢵ࢟ーࢻのὀពႏ㉳とᑐ㌴⥺を㉮行するࢺ

るࡁが5.9GHzの㏦ཷಙがでࢡࢵࣛࢺしてࡑࢻー࣎ࢡࢵ࢟、用㌴。ࡓしࡲのὀពႏ㉳が実されࢡࢵࣛ

➃ᮎをᦚ㍕していないと、用㌴はこれࡽὀពႏ㉳をཷಙでࡁない。 
今ࡲでのୡ⏺会㆟で実されࡓV2Xのデモンスࣞࢺーションとẚるとࢧーࣅスෆᐜはᑡない。 
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写真 13　V2X デモンストレーション

写真 14　 シンガポール大会終わりの挨拶
ITS シンガポール会長 
　Andrew Chow 氏

写真 15　パッシング・ザ・グローブセレモニー
ロサンゼルス へ
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� HIDOの活動

（１）映像・パネルによる展示（写真 16）
当機構は、国土交通省道路局、東日本高速道路、中日本

高速道路、西日本高速道路、首都高速道路、阪神高速道路
等と共同で、道路グループとして映像及びパネルを中心と
する展示を行いました。

道路局からは自動運転と ETC2.0 サービスの取り組みに
ついて映像およびパネルで紹介しました。

道路会社からは安全でスムーズな交通に向けての ITS
の取り組みについてパネルで紹介しました。

関係団体からは ETC2.0、国際標準化活動そして道路管
理の取り組みについてパネルで紹介しました。

� おわりに

ITS 世界会議シンガポール大会を振り返ってみると、セ
ッションでは V2X（コネクテッドビークル）、MaaS、Big 
Data（シェアリングデータ）、に注目があり、自動運転は
セッションではなく展示会場での展示が多く感じられまし
た。

セッションの数は少なかったのですが、セキュリティ、
次世代の通信そしてスマートシティのセッションには多く
の聴講者がいました。

閉会式において、将来のシンガポールでは測位衛星を利
用した車両へのサービスや車車間・路車間通信のサービス
が計画されていることがアナウンスされていました。
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写真16．ᢊែἨーἋểޒᅆἣἽ 

㸱㸬HIDOのά  ື
㸱㸫㸯 ᫎീ࣭ࢿࣃルによる展♧ 
ᙜᶵᵓは、ᅜᅵ交通┬㐨㊰ᒁ、ᮾ᪥ᮏ㧗㏿㐨㊰、୰᪥ᮏ㧗㏿㐨㊰、す᪥ᮏ㧗㏿㐨㊰、㤳㒔㧗㏿㐨㊰、㜰⚄㧗㏿

㐨㊰➼とඹྠで、㐨㊰ࢢルーࣉとしてᫎീཬࢿࣃࡧルを୰ᚰとする展♧を行いࡲしࡓ。 
㐨㊰ᒁかࡽは⮬ື運㌿とETC2.0ࢧーࣅスのྲྀり⤌ࡳについてᫎീおよࢿࣃࡧルで⤂しࡲしࡓ。 
㐨㊰会社かࡽはᏳでスムーࢬな交通にྥࡅての ITSのྲྀり⤌ࡳについてࢿࣃルで⤂しࡲしࡓ。 
㛵ಀᅋయかࡽはETC2.0、ᅜ㝿ᶆ‽άືࡑして㐨㊰⟶⌮のྲྀり⤌ࡳについてࢿࣃルで⤂しࡲしࡓ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高速道路会社  展示パネル 

   

 

一般財団  展示パネル 

道路局 展示パネル 

写真 16　道路ブースと展示パネル
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